
令和５年度第１回鹿児島県立図書館協議会の会議結果の概要
開 催 日 時 令和５年６月７日（水） 午前10時から午前11時30分まで
開 催 場 所 鹿児島県立図書館 ２階 第２研修室
参 加 委 員 ８名（原憲一，宇都由美子，尾場瀬ちなみ，山本智子，下豊留佳奈，

岡田祐介，伊地知弘幸，下池かおり）
公開・非公開の別 公開 傍聴者数 １人 (取材１人)
問 い 合 わ せ 先 鹿児島県立図書館総務課 （代表）０９９－２２４－９５１１

議 題
１ 県立図書館の運営に関する点検及び評価結果について
２ 県立奄美図書館の運営に関する点検及び評価結果について
３ その他

審議結果等の概要
各委員から次のような意見・要望が出された。

【運営に関する点検及び評価結果について】
１ 全体に係ることであるが，数値が減少傾向にあるのに，数値目標がそのままであったり，逆に

数値が増えていくものがある。改善できたものは上げればよいが，下がったものは修正する必要
もあるのではないか。
→ 下方修正という考え方も必要かと思われるが，増やしていけるところは増やしていきたい。

２ 令和２年度に令和６年度までの数値目標を設定しており，今後少しでも良くなるよう右肩上が
りで設定されているが，人口減少が進む中，すべての目標について右肩上がりで増やしていく必
要性があるのか。かといって，利用者が減って本に親しむ人が減っていくというのもよろしくな
いと考えるが。
→ 利用者の方に必要なときに利用していただける状況にあることが大切であり，利用者が増え

て読書活動を進めるのも図書館の役目であり，目標として増加して欲しいと考える。
→ 県立図書館の役割について職員で協議している。何を特色にすべきかを打ち出し，入館者数

や貸出冊数といった指標のみにとらわれず，来館者にどれだけ寄り添えるかということを今後
取り組んで参りたい。

３ 子供たちが小さな世界で思いつめないで欲しいという気持ちがあり，読書で多少でも救われれ
ばよいと考えている。図書館利用者として一言申し上げたい。

過去の偉大な郷土出身作家等によりかからない姿勢，そして県内の身近な同人誌が活用されて
いくことを望みたい。県立図書館の環境は素晴らしいので，そのことを知らせる手だてを考えて
欲しい。

４ コロナ禍の措置として貸出冊数を児童・一般合わせて10冊貸出できるようにし，好評とのこと
だったが最近は落ち込んできたということか。
→ 一時的には効果があったが，最近は効果が薄れている。一度10冊借りた場合，３週間の延長

をすることで６週間借りることができ，一月以上来館しなくてもよくなった。４年度になり図
書館に行っても借りたい本がないとう状況があったと考える。外出制限も緩和され，一人に10
冊貸し出すよりも二人に５冊お借りいただき，県の財産である本をたくさんの方に提供できる
ようにした。

５ 貴重資料紹介展を毎回楽しみにしている。最近は展示の仕方や動線・仕切りなど工夫し見やす
くなっている。文化ゾーンの他施設にも協力していただき広報するなどして県民だけだなく観光
客にもみてもらいたい。
→ 貴重資料紹介展を年２回開催し，紹介資料に関連した講演会も同時に開催し高い満足度を得

て好評いただいている。県立博物館とお互いの資料を活かしながら文化ゾーンの活性化を図る
など，利用者のレファレンスサービスを更に向上させ，郷土資料を積極的に収集して参りたい。

６ 両館とも読書バリアフリーについて良い取り組みをしていると思う。県立図書館で実施した障
害者資料の体験について詳しく聞きたい。また，読み聞かせについてレクチャーする機会があっ
たか聞きたい。
→ ほっとフェスというイベントでロビーに関係資料（拡大読書器，大活字本，リーディンゴト

ラッカー，布製のさわる絵本など）を展示し，健常者にも体験していただき，いろんな方に輪
を広げていけるようにした。

読み聞かせに関するレクチャーについてはまだできていない。県で読書バリアフリー計画を
策定中であり我々の役割も明確になってくるのではないか。今後，特別支援学級や療育施設等
でどのような対応が必要か勉強して参りたい。

【その他】
７ 県民交流センターで図書館大会を開催した際に，図書館が休館となっていたが，休館にするこ

となく実施できないものか。
→ 図書館大会は全職員で対応する必要があるため，やむを得ず休館にしている。


